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学校給食の提供
学校給食センターは、湖東定住自立圏を形成して

いる１市４町のうち彦根市・豊郷町・甲良町の学校給
食を提供しています。

建物は彦根総合地方卸売市場に隣接し、鉄骨造２階
建、延床面積は約 3,000㎡、２階には、会議室、調
理実習室のほか、見学スペースも設けています。
給食提供校　彦根市立中学校７校、豊郷町立中学校１

校、甲良町立小学校２校、同中学校１校（計 11 校）

給食提供数（１日当たり）　約 4,300 食
職員数（委託業者含む）　約 60 人

安全・安心な給食の提供へ
同センターでは、子どもたちに「安全・安心な給食」

を提供できるよう、重点的に取り組んでいます。
①食材などの選定　給食に使う食材などは生産地が

分かり、地産地消にも貢献できることから、できる
限り地場産の食材を使っています。食材の選定は保
護者や教員にも参加してもらい、実際に試食し、一
定の評価が得られた食材を給食に使っています。

②異物の混入防止　調理で使う食材は、毎日検収を
行っています。検収では、食材の状態や付着物など

を確認し、異常が見られた場合は返品・交換をして
います。調理過程で異物混入を防ぐために、機器の
取り扱いを徹底しているほか、調理員の服装は頭部
全体が収まり、ボタン類のない最新の調理服を着用
し、調理しています。

③食物アレルギーの対応　医師の診断による食物アレ
ルギーのある児童・生徒には、アレルゲンの除去（主
食・主菜にアレルゲンが含まれる場合は代替品の提供）を
行っています。一般の給食と工程を分け、アレルギー
対応専用の調理室で調理しています。配膳時の人為
的ミスも防ぐため、ラベルの添付のほか、食缶や食
器を分け、すぐに分かるよう工夫をしています。

問い合わせ先　 学校給食センター
　☎ 28-8011、FAX28-8012

湖東定住自立圏（彦根市と愛荘町、豊郷町、甲 良 町、多賀町との広域連携）の具体的な取り組み

児童・生徒の正しい食
生活と望ましい食習慣が
身に付くよう、今後も支
援していきます。

学校給食センターは、児童・生徒が安心して給食を食べられるように取り組んでいます
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消防だより

備えよう住宅用火災警報
１０年経ったら取り替えましょう！

救急車は限りある資源です
適正な利用にご理解・ご協力をお願いします！
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　彦根市消防本部では、管内（彦根市と
犬上郡）で発生した火災・救助・救急状
況を統計にまとめ、公表しています。

平成 30 年中　火災・救助・救急事案の発生状況 ※（　　）内は平成 29 年中

※主な出火原因（多い順）
　H30：電気関係、たき火、放火（疑い含む）、こんろ
　H29：放火（疑い含む）、たばこ、電気関係、たき火

枯草などのある場所
や、強風時・乾燥時
のたき火

たばこの投げ捨て

気をつけて！
火事になっちゃうよ！

火災
救助 救急出火件数 51件

32件　建物火災 （21件）

0件　林野火災
3件　車両火災
16件　その他
3人死者 （1人）

8人負傷者

出場件数 72件
5件　火災
34件　交通事故
4件　水難事故
1件　機械事故
28件　その他

（43件）

（1件）

（6件）

（15件）

（7人）

（61件）
（2件）
（35件）
（4件）
（1件）
（19件）

出場件数 （5,747件）
（3,845件）
（849件）
（598件）
（67件）
（388件）

　急病
　一般負傷
　交通事故
　労働災害
　その他

5,960件
4,013件
929件
551件
84件
383件


